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1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 10,979 2.8 1,220 42.0 1,156 28.6 731 31.0

2024年3月期第3四半期 10,684 △3.7 859 △35.2 899 △33.0 558 △35.6

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期　　710百万円 （13.7％） 2024年3月期第3四半期　　625百万円 （△30.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 68.83 61.81

2024年3月期第3四半期 50.83 50.15

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期第3四半期 14,158 9,877 69.7 1,010.36

2024年3月期 16,126 11,743 72.7 1,066.24

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 9,863百万円 2024年3月期 11,728百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 31.00 ― 31.00 62.00

2025年3月期 ― 31.00 ―

2025年3月期（予想） 31.00 62.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,270 4.2 1,420 50.0 1,370 39.0 840 55.2 76.36

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 12,348,500 株 2024年3月期 12,348,500 株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 2,586,066 株 2024年3月期 1,348,148 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 10,634,014 株 2024年3月期3Q 10,994,557 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

この資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現性を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善するなかで、企業収益も改善しており、

景気は緩やかな回復基調で推移しました。また、個人消費は持ち直しの動きが見られるものの、物価上昇、金融資

本市場の変動等の影響には注意すべき状況が続いております。

当社グループの市場におきましては、住宅に関する国策の「既存住宅の長寿命化とメンテナンスを重視する方

針」は不変で、莫大な潜在需要規模もそのまま存在するものと見ております。

このような状況下において、当社グループは持続的な成長を目指し、「営業推進基盤・体制の強化」「生産性の

向上」「お客様視点に立ったサービスの拡充」「人的資本の開発・活用」「事業活動を通じた社会課題解決への貢

献」に取り組んでまいりました。

「営業推進基盤・体制の強化」並びに「生産性の向上」につきましては、2024年４月１日付で企業提携先の拡大

を目的とした部署を新設し、紹介ルートの拡充を図りました。また、マーケティング強化に取り組みながら、テレ

ビＣＭ・新聞折込・ＷＥＢ広告等の積極的な広告宣伝を展開し、白蟻防除の必要性を幅広くアピールしてまいりま

した。第３四半期からは「おうちながもちプロジェクト」と題した、当社サービスが防災・減災に繋がることを訴

求する企画を展開し、お客様の需要喚起に努めております。さらに、営業効率向上に資する業務のデジタル活用も

推進しました。その結果、白蟻防除の調査依頼が増加するなど市場からの反響が得られたことに加え、防災意識の

高まりを背景とした地震対策ニーズの拡大により、新規・既存顧客向け営業における売上高が増加しました。

また、「お客様視点に立ったサービスの拡充」につきましては、既存のお客様への情報発信を強化するとともに、

お客様ニーズに沿ったサービスラインアップの充実に努めてまいりました。

「人的資本の開発・活用」につきましては、多様な働き方を検討し、職場環境を整備することで、従業員の一層

の業務意欲向上に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比295百万円増加（2.8％増）の10,979百万円とな

りました。

売上原価は、前年同期比10百万円増加（0.3％増）しました。その結果、売上総利益は同284百万円増加（3.9％

増）の7,647百万円となり、売上総利益率は同0.7ポイント上昇して69.7％となりました。

営業利益は、前年同期比360百万円増加（42.0％増）の1,220百万円となり、営業利益率は同3.1ポイント上昇して

11.1％となりました。経常利益は、同257百万円増加（28.6％増）の1,156百万円となりました。親会社株主に帰属

する四半期純利益は、同173百万円増加（31.0％増）の731百万円となりました。

(経営成績に関する特記事項)

当社グループの業績（特に利益）は、中間連結会計期間に偏重する傾向があります。これは、例年５月をピーク

として４月から７月頃まで、白蟻の活動が活発化し、白蟻防除関連の売上高が増加するためであります。この季節

的変動により、四半期連結会計期間末ごとの財務内容、経営指標にも変動が生じます。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産は、前期末比1,968百万円減少し、14,158百万円となりました。主な

要因は、現金及び預金の減少であります。

負債は、前期末比103百万円減少し、4,280百万円となりました。主な要因は、賞与引当金の減少であります。

純資産は、前期末比1,865百万円減少し、9,877百万円となりました。主な要因は、買付けによる自己株式の増加

であります。

この結果、自己資本比率は69.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想などにつきましては、2024年５月８日公表の予想数値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,718,792 7,269,224

売掛金 1,824,841 1,426,951

製品 77,951 54,508

仕掛品 14,514 8,281

原材料及び貯蔵品 246,834 246,478

その他 185,054 193,790

貸倒引当金 △1,241 △951

流動資産合計 11,066,747 9,198,282

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,316,888 1,281,441

土地 2,981,584 2,981,584

その他（純額） 148,458 176,457

有形固定資産合計 4,446,931 4,439,483

無形固定資産

のれん 63,824 49,095

その他 50,858 42,686

無形固定資産合計 114,682 91,781

投資その他の資産

その他 487,658 421,953

貸倒引当金 △7,364 △7,788

投資その他の資産合計 480,293 414,165

固定資産合計 5,041,907 4,945,430

繰延資産 18,317 14,596

資産合計 16,126,971 14,158,309

負債の部

流動負債

買掛金 321,921 256,475

1年内返済予定の長期借入金 131,004 134,004

未払法人税等 189,209 147,649

賞与引当金 284,855 101,540

その他の引当金 － 33,000

その他 1,029,378 1,120,583

流動負債合計 1,956,369 1,793,252

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 1,999,690 1,999,690

長期借入金 226,314 260,811

その他 201,533 226,878

固定負債合計 2,427,537 2,487,379

負債合計 4,383,906 4,280,631
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,161,195 1,161,195

資本剰余金 867,041 870,587

利益剰余金 11,672,622 11,722,161

自己株式 △2,000,261 △3,897,460

株主資本合計 11,700,597 9,856,483

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 28,364 7,091

その他の包括利益累計額合計 28,364 7,091

新株予約権 14,102 14,102

純資産合計 11,743,064 9,877,677

負債純資産合計 16,126,971 14,158,309
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 10,684,519 10,979,924

売上原価 3,321,435 3,331,972

売上総利益 7,363,084 7,647,952

販売費及び一般管理費 6,503,616 6,427,521

営業利益 859,467 1,220,430

営業外収益

受取利息 2,652 1,248

その他 55,974 5,146

営業外収益合計 58,627 6,394

営業外費用

支払利息 3,569 4,470

自己株式取得費用 － 54,447

リース解約損 7,086 －

その他 7,747 11,166

営業外費用合計 18,403 70,084

経常利益 899,691 1,156,741

税金等調整前四半期純利益 899,691 1,156,741

法人税、住民税及び事業税 270,318 330,019

法人税等調整額 70,535 94,782

法人税等合計 340,853 424,801

四半期純利益 558,837 731,939

親会社株主に帰属する四半期純利益 558,837 731,939
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 558,837 731,939

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △518 －

退職給付に係る調整額 66,735 △21,273

その他の包括利益合計 66,216 △21,273

四半期包括利益 625,054 710,665

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 625,054 710,665
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年８月20日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条第１項及び当社定款の規定に基づき、自己株式の取得及びその具体的な取得方法として自己株式の公開買付

けを行なうことを決議し、2024年10月11日に自己株式1,250,000株を取得しております。

この取得等により、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が1,897百万円増加し、当第３四半期連結会計

期間末において自己株式が3,897百万円となっております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 92,807千円 112,727千円

のれんの償却額 14,728千円 14,728千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月７日

株式会社アサンテ

取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 福 井 聡

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 宮 沢 琢

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社アサンテの2024年４月１日から2025年３月

31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連結累

計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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